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(3) 投入・産出体系
投入・産出体系の原始的概念は18世紀にまで遡るが（7ペこの概念を商品流
通研究に最初に導入したのがオルダースンであった。商品流通にかかわる体系
の多くは，投入・産出体系である。ヨリ原始的と見られる組織された行動体系
の諸側面を明確に示すうえで，投入・産出について触れることが不可欠であるO
投入と産出は，組織された行動体系とその環境の取引を包含する。投入と産
出とも高度に分化しており，環境要因と体系の内部要因によりまた規定される。
(76）ケネーの経済表にその原型を求めることができょう。
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企業の立地条件や操作条件もまた環境の特徴により変動するo個々の組織され
た行動体系は，環境から取り入れることや組織された行動体系が生産する産出
においても選択的であるO 企業において内的に作動している選択的要因には，
設備，労働力の技術および経営管理や所有者の背景・視点を含む。環境から何
らかの摂取をうけることは操作の連続性に関して多様な危険と仮定を含むこと
を意味する。（問
マーケティングにおける投入と産出は，その変化がヨリ不可視的であり観察
や追跡がかなり困難である。またそこで遂行される取引は，買手と売手の双方
の投入を含み，さらに時間と努力等のマーケティング過程で消費される投入も
存在するO このように，マーケティング体系の主要な投入は不可視的性質を付
随するのである。
さらに，マーケティング体系における不可視的な産出は，消費者に提供される
選択の幅であり，商品購入における危険を減少させるのに役立つのであるO (78) 
マーケティング体系により生産される可視的価値は，形態効用に対して，時
間，場所および所有効用と呼ばれるO 場所効用は，消費者による財の探索に必
要な移動距離の短縮化の結果として財を手近かに提供することであるO 時間効
用は，消費者が財を所有あるいは貯蔵することにより追加費用を必要としない
程度前に，財を利用可能にすることを指す。所有効用は，使用する必要が生じ
たとき消費者が財を使用あるいは利用する根拠をもつように財を消費者の手に
移転することから発生する。
このような場所，時間および所有効用をマーケティングの独自の活動と認識
すれば，場所効用は財の輸送と物的取扱いに，時間効用は貯蔵と信用に，所有
効用は所有権の移転を生じさせる取引の交渉に関わるのである。ヨリ重要なこ
とは， 「時間あるいは場所のような要素の一つを抜き出してしまった効用の束
はもはや効用ではなL'o必要なことはマーケティングにより創出される効用の
(77) !bid.,p.66. 
(78) lbid.,p.68. 
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解釈ではなく，効用を創出する全過程のマーケティング的解釈なのだ」，（79）と
オルダースンは強調するのである。
効用を創出するマーケティング全過程において，財とサービスの段階的分化
はそれを解き明かす鍵なのだ。このアプローチは，各個人の必要が他の個人の
必要といくつかの側面で異なるという仮定に基づく。基本的な経済過程は，財
が消費者の手に渡る点までの財の漸次的分化過程そのものであるO制）「財の要
求への適合は，形態付与（shaping）と品揃え形成（sorting）の二つの側面
から構成されるO 前者は財の物理的性質を変更するが，後者を欠けばL、かなる
効用も創出しなし、。後者は財を卸売商，小売商および消費者の手許での種々の
品揃え物（assortments）の一部にならしめる。個々の品揃え物は特定の時間
と場所に存在するのであるO 輸送と金融は財を正しい品揃え物にするための補
助的機関であるO 消費者の視点から，財はそれが最終使用者の所有に入り込ん
で彼の品揃え物の一部を形成するまで，実質的に効用をもたなしリ。（別）
投入と産出を包含する操作体系の特徴の一つは，分業である。分業は集団内
で操作構造を作るが，勢力構造と全く同じものではなL、。しかし，勢力構造と
操作構造は密接に関連している。マーケティングにおける経営管理技術の多数
は，これらの二つの構造類型聞の構造的均衡を維持することにあるO 構造化を
推進する主な基準は，過程の段階（stepsin the process）によるもの，産出
の区分によるもの，投入の類型によるものである。操作構造のこれらの形態の
総てがマーケティング組織で発生し，またこれら三つの総てが同時に発生する
こともあるO（叩
過程の段階による分業は，生産のみならずマーケティングにおいても発生す
るO マーケティングにおける過程の段階による分業は，流通経路の継起的段階
を含んで実施されるO 流通経路は，典型的に製造業者，卸売商，小売商および
(79) lbid.,p.69. 
(80) Ibid. 
(81) lbid.,p. 70. 
(82) lbi比p.71.
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最終的に消費者にまで達するO これらの機関は総てマーケティング過程に参加
するが，それらの貢献するマーケティング努力は著しく相違しているO 製造業
者は製品設計，広告，販売経路の選択，さらに自己の販売部隊による全過程の
調整に関わる。卸売商は多数の製品を大ロットで受入れ，小ロットで販売し，
卸売段階で本質的な貯蔵と財貨処理機能を遂行して，ある都市または地域の製
品流通に関連している。小売商は適当な場所で財の品揃え物を陳列し，地方広
告によりそれを宣伝し，消費者の選択を補助する。消費者は，新規購入を検討
し，広告等の情報源に留意し，小売店舗を訪問して陳列商品を比較考慮する。（附
分業はさらに産出の区分により実施される。例えば，販売組織は区分が製品
系列，地域，もしくは顧客階層のいずれかにより分割されるが，産出に関わる
区分化を必然的に内包するのである。倒産出類型による分業は，部分的に産出
の分化がどの程度に実施されるかに依存するO 企業は，異なった類型の消費者
に適するように多数の異なったモデルあるいは価格系列で製品を生産する場合
もある。この結果として，販売部隊内あるいは取引経路内で分業を誘発するか
もしれなL'o同一企業が取引経路間で低価格製品もしくは高価格製品を販売す
ることもありうる。産出の区分による分業は，同一製品類型を販売する企業の
競争にも含まれる。（邸）
分業を支配する別の原理は，産出類型である。マーケティングにおいては，
物的取扱い，販売および広告に従事する多様な専門家が存在することを意味す
るO このことは，投入が燃料，原材料，工場設備および労働のような生産のヨ
リ可視的投入ではなく，努力や熟練の種類を表現しているが，投入の類型によ
る専門化である。（鉛）
投入の類型に関連する別の分化は，マーケティング取引の主導権の源に依存
するO すなわち，マーケティング取引の大部分は，売手側から要求される投入
(83) lbid.,p.72. 
(84) /bil人p.73.
(85) Ibid. 
(86) Ibid. 
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の質は常時買手により実施される主導権の程度に依存するということである。（87)
このようにして，機能分化が成立・推進して，社会的分業が支配的形態とし
て普及するのである。このことから，操作体系研究の出発点として機能と構造
について多様な意見があることも事実である。オルダースンは述べる。
「機能が構造を決定すべきでありその逆はありえな~＼。機能がおそらく組織
構造を完全に決定することは正確ではなL、。熱狂的な機能主義者といえども影
響が双方向的であることを認めざるをえなL、。構造上の可能性は操作方法に影
響を与え，機能がその中で遂行されねばならぬ限界を決定する。操作体系は構
造にかかわる限り限定的可能性の原理に従うのであるO 全体としての体系設計
には多数の変化があるだろうが，その変化は総て少数の非常に単純な構造要素
から成るのである。」（附
オルダースンは構造要素として次の四つを取り上げるのである。
第一の構造要素は「連続性」（seriality）である。これは連鎖的諸段階に整
序された状態を意味し，ある段階から別の段階に向けて流れる考察中の過程を
含む。この構造要素は生産のみならずマーケティングにおいても見られる。各
段階に専門化の機会を提供することから多大の利益を生じさせる。連続性は遂
行される仕事の種類が生産段階と小売段階において著しく異なり，そのために
マーケティングにおいて実質的に必要なのである。また連続性は，ある段階が
別の段階の独立した統制下にある場合，特殊な問題が発現するO すなわち，各
段階聞の斉合と均衡の問題であるO 特に，斉合は経路上の段階間での関心が分
散することから複雑である。（問要するに，経路上の各主体聞がもっ関心領域や
問題が一致しにくいということであるO
第二の基本的な構造要素は， 「平行性」（parallelism）である。同じ一般的
類型の製品が，別の供給部分から出発し，異なる需要部分に供し，さらにその
途上のどこにおいても同一の中間媒介者の中に現われないように，別の経路を
(87) Ibid. 
(88) lbid.,p.75 
(89) lbid.,p.76. 
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介して市場に出される場合もありうる。平行経路による分離は，部分的に生産
と市場の両方の地理的革離によるものである。同時に，これは消費者の相違や
小売商の相違によるものでもある。その結果，個別の平行経路が実現可能な分
野において頻繁に完全な垂直的統合が具現するのである。（90)
第三の基本的構造要素は「循環性」（circularity）である。この構造要素は
連続性の特殊な事例であり，循環性は過程が最後にそれが出発点にもどる方法
で順次整序された一連の段階である。マーケティングにおけるこの要素の主要
な適用は情報の移動に重点をおいているO 情報自体は適切な行為がなされるよ
うに命令中枢から放出されるO 期待結果が得られると，行為の成功あるいは失
敗の情報が逆流する。この逆流情報は不確実性の吸収という点で，次の意思決
定においても重要な役割を演ずるのである O（引）
第四の基本的構造要素は「集中性」（centrality）である。この構造要素は，
いくつかの経路の共通点に収数し，またそこから発散する意味で，財の集積と
分散の業務に関わるのである。（位）
上述の四つの構造要素は，連続性と同時性（concurrence）というこつの類
型に集約されよう。このことについて，オルダースンは以下のように主張する
のである。「連続性は循環性という特殊な例を含む。同時性は平行性と集中性
一ーその過程のフローが収徴的であれ分散的であれーーを含む。したがって，
連続性は段階が順次後続し，一定量の財が関わるかぎり時間的系列を表わす総
ての類型の構造に関連するのであるO 同時性は過程がある中心点で連結されて
いようと完全に別に平行的であろうと，類似過程が同時に発生するような類型
の構造に相当する。」（93)
かくして，オルダースンはマーケティングの構造的公準という原理を導入す
ることになる。この公準は能率を促進する行為の一形態を構造に対照して一般
(90) /bid.,pp.76～77. 
(91) /bid.,pp.77～78. 
(92) /bid.,pp.78～79. 
(93) /bi比p.79.
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化しようとするものであり，経済的操作を常規的活動と戦略的活動に区別する
のである。常規的活動は形態の重要な変化を随伴しないで次々と繰り返される
活動であり，戦略的活動は非反復的状況に関わる活動である。常規的活動を伴
なう常規的取引における条件の多数は以前の交渉により確定されているのに対
して，戦略的取引は完全交渉型取引である。しかし，総ての操作が常規にもと
づいて遂行されるのではな~＇。操作の規模が拡がれば，非反復的情況に適応す
る必要活動の絶対量は確実に増加すると共に別の活動局面を常規に変更する機
会も拡大するo反復的活動を常規化する可能性が認知されると，大量生産・大
量マーケティングの経済は，継起的段階を介して拡大し，最後に大量消費を導
くのである。
常規化はまた命令中枢を不必要な細事から解放して非反復的情況を処理する
能力を向上させるのであるO このことから，常規自体は経済化に関連があるた
めに，高度の常規化を最高に展開することにより，合理化はその頂点に達する
のである。側
しかし，常規が存在しているにもかかわらず，「行動の逸脱」（behavioral
drift）がほとんどの組織に内在する。ある水準まで反復による常規の強化や
技術向上が実現したとしても，一定水準を超過すると，常規に対する反動と定
型からの逸脱傾向が発現するようになる。だが，行動の逸脱は組織にとり必ず
しも悪いことではなく，組織にプラスの効果をもたらすこともある。附
以上の議論から明らかなことは，全体としてのマーケティングの明白な成果
が財の継続的フローである点だ。この場合のフローは必ずしも明確な識別不可
能な一連の経路を介して発生するわけではなL、。適切な構造を形成し，経路を
開いた有効な状態を保持することがマーケティングの基本的課業の一つなのだ。
マーケティングの基本的機能は財を広範囲に流通させることであり，マーケティ
(94) /bid.,pp.81～82. 
(95) Ibid.、pp.82～83. 行動の逸脱は，組織におけるコンフリクトの発生とも類似する。組
織成員聞のコンフリクトは総て悪いわけではなく，新しい概念や方法を産み出す良いコ
ンフリクトも存在する。
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ング組織の設計は地理的革離の問題を考慮する必要があるO 多様な種類の地理
的構造はマーケティングにおいて基本的なものであり，このことを考慮しなけ
れば，機能と構造の関係についての議論は完全でないのだ。側
ところで，総ての操作体系は全体としての体系の諸活動を斉合するためにす
くなくとも一つの意思決定中枢を包摂しているO 現実には意思決定中枢は複数
存在する場合があり，それらを結合する何らかの類型の構造的整序が不可欠で
ある。このことのために，意思決定中枢に階層が道入されることになる。最高
位の意思決定中枢の最も重要な役割は，成長と変化の器官として活動すること
である。最高位の意思決定中枢における決定権は，機能と構造との主要な連環
なのだ。（97)
このような意思決定中枢の執行した決定内容は，組織された行動体系内の情
報伝達に依存する。人間の組織された行動体系は閉鎖的であると同時に開放的
であり，いかなる組織においても閉鎖性の程度には幅がある。倒）。組織の閉鎖
性や開放性は，組織構成員問で遂行される情報伝達の手段，内容，頻度，およ
び量により決定されるのである。この場合にヨリ重要なことは，組織構成員に
正確な情報を伝達し，そこから集団内で信頼を得ることなのであるO これこそ
が組織の病理を防ぐ最善の方法なのである。
(4) 組織された行動体系の限界と可能’性
以上においてオルダースンの提起した組織された行動体系の基本的構成要素
とその概念について述べた。組織された行動体系は，それまでの商品流通研究
において全く想像しがたいものであった。行動科学的研究が侵透しはじめたと
言えども， 1950年代後半ではまだ主流ではなかった。人間行動を多面的に把握
しようとする試みは，オルダースンに決定的な影響を与え，その影響下で概念
形成されたのが他ならぬ組織された行動体系なのであった。オルダースンは総
(96) /bid.,pp.86～87. 
(97) /bid.,pp.87～88. 
(98) lbid.,pp.90～91. 
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ての商品流通現象を組織された行動体系という中核概念で統一的に説明しよう
としたのであった。何故にオルダースンはこのような行為を選択したのであろ
うか。この間を解く鍵は，既述のようにパーソンズの大理論にあると言えよう。
社会学の歴史は，適切な範囲の理論のみならず大理論に到達することを希求
してきた。パーソンズは大理論を構築して，社会体系を統一的に説明しようと
した。オルダースンは理論の展開に際してパーソンズの大理論を導入した。こ
の事実から，組織された行動体系は操作性を欠き実証ができないのであるO パー
ソンズの行動と逆の方針を執ったのが，マ一トンであった。マ一トンは， 「中
範囲理論」（theoriesof the middle-range）を提唱した。（鈎）これは小理論で
あり，大理論ではない。表現を換えると，それは包括理論というよりも部分理
論である。われわれが部分的と呼ぶ他の受容された理論が存在するO 社会心理
学，人類学，社会学およびマーケティングには，認知的不協和論，初歩的社会
行動論，エリート論，多属性態度モデル等が存在する。これらの部分理論をヨ
リ包括的全体に統合しようとする野心的試行が遂行されつつあるのも事実であ
る。二つ以上の部分理論の統合を包含する包括への段階は促進されねばならない。
大理論といくつかの部分理論への優れた試行があるにもかかわらず，今日の
社会学あるいは商品流通研究を眺める際に支配的印象は，理論的貧困性のそれ
である。現代の理論家はヨリ多くの経験的事実発見物を知る必要がある。なぜ
なら，研究者が獲得した知識の体系化に関わるからであるO われわれは商品流
通分野で研究成果に基づいた理論を得てきたことは事実である。しかし，ある
分野等が放置されたままであることも認めざるを得なし、。商品流通研究に伴う
困難性は，部分的に社会科学的領域であるとするジレンマに基づいている。わ
れわれは商品流通研究の人間行動に関わる領域を回避するのではなく，それを
科学的に取り扱おうとしているのであるO しかし，商品流通研究が直面する困
難性は，この領域が取り扱う現象の大きな多様性と複雑性によるものである。
誰も総ての商品流通現象を知らないあるいは論ずるほど賢明ではないと言うこ
(99) R.K.Merton,op.cil,pp.5～10. 
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とは容易だ。商品流通に関する科学的知識を拡張することは，他の科学領域の
独占にはならなし、。また，商品流通研究の研究領域は広大であるゆえに，専門
化は不可欠であり，マーケティングも専門化された科学である。マーケティン
グは個別の社会現象を取り扱うが，多くの社会諸科学の専門化した領域である
という主張は，完全に相互補完的ではないのである。マーケティングはどのよ
うに専門化された社会科学たりうるのか。どのように総ての社会現象を論ずる
のか。専門化の必要性と主題の多様性がジレンマを生み出しているのである。
このジレンマの解消は困難ではないようであるO
どの科学も，常識がある現象を考察する総ての諸側面を論じているわけでは
ないようである。
ジレンマの第一の解消は，マーケティングが取り扱う二・三の現実の諸側面
を精徹するわずかな定義を特定化することである。こちらの定義は，商品流通
研究者が流通経路，消費者行動，社会等を眺める時に，注意を注ぐことが重要
であると判断される内容について語るのである。
第二のジレンマの解消は，主題の多様性と専門化の必要性に関するものであ
る。これはジンメルによるものである。ジンメルは次のように言明する。
「われわれは，最も多様な文脈の社会的現象を収集することにより，さらに
これらの多様性にもかかわらずそれらに共通することを確認することにより，
社会形態の方則を発見するであろう。」（削
ここでの仮説とは，社会学がいくつかの多様な文脈において妥当なわずかな
命題を場合によって発見するであろうというものであるO 多様な文脈で保持さ
れる社会学的文脈が存在するというこの発想は，漸次的に多くの確定された事
実とほとんど期待のない希望に分岐されつつある。例えば， ホマンズ
(George Homans）の著書における研究方法は，一般命題の発見を表わして
いるO 研究過程から結果として生じた体系的に相互関連した命題群が理論なの
(100) Georg Simmel，“The Persistence of Social Groups," American Journal ol Socio／.午~.
Yol.3, 1898,pp.829～836. 
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であるO この段階で， 「理論検定J，「派生」，「説明」について語ることが認識
させられる。理論を検定するということは，どのように適切に各命題がデータ
に適合しているか，どのように適切に命題が相互に所与の状況の結果を考慮、し
ているかを検討することを意味するO こうした「派生」あるいは「説明」が成
功すれば，結果が「説明された」と言う。すなわち，観察される事象は既知の
命題と一致する，と言明される。理論とは，記述的研究ではなく，検証可能な
研究を要約し示唆するものである。 (I叩
ところで，多種多様な命題は，命題の機能的評価にたいして何もしてこなかっ
た。「機能」という用語を「結果」のみを意味するために使用し， 「機能的前
提条件」という用語は「決定条件」のみを意味するために使用してきた。厳密
に言えば，「機能とは，所与の体系の適応あるいは調整のためになされたこれ
らの観察結果なのである。 (102）」換言すると，社会学的機能主義はある水準で
所与の変数を維持する自己調整機能の発見に依存する。「機能的」および「逆
機能」という機能主義の二側面はパーソンズによっても説明されているが，そ
れらは行為体系の「必要要件」である。パーソンズ自身は四つの必要要件の相
互依存関連性に関わる特殊命題を論述していないが，動態的均衡を形成するた
めにダイヤルで表示される数量を期待していたことは明らかで‘あった。つまり，
機能的言語で表示された命題は，均衡論を特定するために使用されているので
あるO パーソンズ流の機能主義は，明らかに包括理論を目的とするが，部分理
論を形成するにすぎない研究方法を用いているO 社会体系の必要要件問題が何
であるかについて合意があると仮定しているが，総ての社会学的命題がこれら
の問題に関連しているという保証はないのである。四つの必要要件問題の結果
を判断する機能主義的論理は，典型的な適用理論の論理なのだ。ここにパーソ
ンズの機能主義における問題点が露呈されているのであるO
(101) Hans L.Zetterberg, On The01y and L匂泊cation in Sociolog_,に Third Enlarged 
Edition,Totowa,l、~ew Jersey:Bedminster Press, 1965, chapter2. 
(102) R.K.Merton‘op.cit.,p.51. 
(103）掘越比呂志「オルダースンのマーケティング一般理論におけるゆらぎと不完全性」，
マーケティング史研究会編『オルダースン理論の再検討』同文舘， 2002年， 54ペー ジ。
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「パーソンズにおいては，その機能的要件を相互交換と結び付けながら，異
なる階層に一貫して用いるという理論的努力がなされている………」 (103），と
いう主張が誤りであることは明白である。このようなパーソンズの不備のため
に，パーソンズの理論を導入したオルダースンが組織された行動体系の四つの
部分体系への分化を明確に提示していなかったのはパーソンズの上述のことに
よるのであろう。オルダースンの主張する機能主義とパーソンズのそれは明ら
かに異なり，制度主義がオルダースン流の「機能主義」に変容しているのであ
る。「機能主義的考察は事後的な意味において人聞社会において経済的・社会
的・心理的諸現象を統一的に整理し意味づけることはできても将来の行動体系
の最適機能方法が~＇かなるものであるべきかについて，また行動体系の行動の
場である環境が歴史的にどのように変貌するかについて検討する理論的用具が
与えられていなL、。………合理的な期待を形成すること自体の原理が論ぜられ
ていないこと，従って，行動体系の最適行動の指標たる将来の環境諸条件への
合理的見通しへの途が機能主義的考察自体からは得られる術のないことが問題
である O（削」，と荒川は批判するのである。確かに，組織された行動体系概
念は，既に指摘したように，アメリカ資本主義の黄金期とパーソンズ理論の社
会的影響力が絶大であったことを背景にして成立したのであった。しかし， 「－…・
…人間社会の諸制度の機能と構造はそれがいかなる内容をもつかにかかわらず，
すべて行動体系の一種に還元することができる。この意味において行動体系概
念は包括的ではあるが無内容であり，配給（マーケティング）固有の問題を解
決する根拠とはなり難い。（出）」，と荒川は指摘する。すなわち，アメリカ合衆
国の制度主体には適応可能であるが，経済発展度の異なる国家や地域には適応
できないということである。また，歴史的限定から解放されている故に，一般
理論的性質を随伴することになるO
このような状況から判断して，一般理論よりも異なる歴史的限定，特定の国
(104）荒川祐吉『現代配給理論』千倉書房， 1960年， 146ページ。
(105）上掲書， 146ページ。
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家あるいは地域，経済的・社会的・文化的風土の独自の特質を内包する特殊理
論の構築が不可欠となるのみならず急がれるのである O（附
最後になるが，オルダースンの組織された行動体系は，マーケティングの科
学化にたいして加何なる貢献ないし成果をあげたであろうか。オルダースンは，
組織された行動体系を包括概念として形成し，その概念を適応して社会制度を
構成するあらゆる組織体を統一的に説明しようと試みた。操作性を欠く組織さ
れた行動体系を用いて大理論を構築しようとしたこと自体は，まさにドンキホー
テ的企てであるO しかし， ピースミール的研究が続出する中で，このような試
みは人間行動が関わる商品の社会的異動を解明するうえで不可欠でありまた重
要でもあるのだ。オルダースンの試行があまりにも壮大でしかも多くの分野を
横断しているが故に，オルダースンの後継者が育たなかったのも事実であるO
(106）荒川祐吉『マーケティング・サイエンスの系譜』千倉書房， 1978年， 309～310ベー
ン。
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